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④-5 北海道津軽海峡地区 ほくと藻場漁場



異型ブロック及び単体ブロック選定理由調書

事業実施にあたり

経済性 選定したブロックの

地区名 漁場名 設置場所 水深ｍ 底質 対象魚種 対象漁業
施設構造からの

要求事項
施工性

耐久性
安定性

被災事例
生物的な配慮

事項
操業的な配慮

事項 の検証
理由

北海道
津軽海峡

ほくと藻場
漁場

北斗市
茂辺地地先
当別地先

3.5～
6.0m

砂 ソイ類、
アイナメ

一本釣り、
刺網漁業

・複雑な内部空間
を有しており、ソ
イ類、アイナメな
どの稚魚、未成魚
の隠れ場となるよ
うな空間の確保が
可能なこと。

・対象種が餌料と
している小型生物
等の生息環境とな
る基質を有し、対
象種の餌場として
の機能が見込まれ
ること。

・砂による埋没を
防ぐため高さのあ
る施設構造である
こと。

・設置箇所は砂で
施工上の支障はな
い。

・安定の計算結
果、滑動、転倒し
ない施設であるこ
と。

・30年以上の耐久
性があること。

・ブロック設置時
の衝撃により破損
しない強度を有す
ること。

・近隣の類似施設
において被災事例
がない。

・試験礁におい
て、稚魚の生息が
確認されており、
生息場所としての
機能発揮が見込ま
れること。

・天端面が海藻の
繁茂水深帯と一致
しており、海藻の
繁茂が見込まれる
こと。

・漁場としての操
業はないが、航行
の支障にならない
こと。

・投資効果は1.34
と算出しており、
充分な効果が見込
める。

○施設構造からの要求事項・生
物的な配慮事項から

・ブロック天端に海藻の着生が
可能な基質面を有すること。
・魚類の隠れ場となるような生
息空間を有するブロックである
こと。
・砂による埋没を防ぐため、高
さのある施設構造であること

○選定のポイント
・以上により、渡島管内試験礁
で海藻類の着生、ソイ類稚魚・
未成魚の蝟集が確認されている
カルベース付FP1.5Gを選定す
る。

 短期間での藻場の創出を目的
として『幼体移植式藻場造成法
MOASIS』の移植法を採用する。

名称 設置箇所 施設対象

選定の際に考慮する事

　工法・構造 機能面・生産



事業名(地区名) 水産環境整備事業(北海道津軽海峡地区) 計画数量

整備対象漁場(工区)名 所管 実施主体名 関係市町村名 関係漁業協同組合名 事業全体

ほくと藻場漁場 北海道 北海道 北斗市 上磯郡漁業協同組合 3.00ha

計画施設等 工種 対象漁業種類名 対象水産生物名 今回検討箇所

増殖場
着定基質
（単体礁）

刺網、一本釣り ソイ類、アイナメ
2.00ha

施行場所 北海道北斗市茂辺地、当別地先 測地系 JGD2000/WGS84 系番号 11

位置図

ほくと藻場漁場

潮位図

±0.00

＋0.30

＋1.10

＋1.80

L.W.L.(D.L.)

M.L.W.L

H.W.L.

H.H.W.L.

拡大図範囲

凡例

今回検討箇所（測量範囲）

計画範囲

共同漁業権

拡大図　S＝1/15,000

拡大図範囲

 ほくと藻場漁場（増殖場）
 　全体計画　    　　　A=3.00ha
　 今回検討箇所　    A=2.00ha

当別工区

拡大図　S＝1/15,000

茂辺地工区

背景地図には地理院地図を使用しています。



1:1,000

平面図

北海道津軽海峡地区

図面名

北海道渡島総合振興局事業者名

ほくと藻場増殖場造成工事（茂辺地工区）

会社名

図面番号縮　尺

作成年月

業務名

位 置 図

ほくと藻場漁場（茂辺地工区）

M.L.W.L

+1.1m

+0.3m

+1.8m

±0.0m

H.W.L

潮位図

W.D.L(D.L)

H.H.W.L

1:1,000

標準構造図
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L型アンカーボルト
ダブルナット

ダブルナット
平鋼

L型アンカーボルト

A平面図

A正面図

鳥瞰図

空中重量 10.298t
10.0m3
 0.358m3

諸　元

総数   216基

カルベース付きFP1.5G
S=1:100

カルベース付きFP1.5G数量表

空　　m3
餌料培養基質体積
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全体（茂辺地工区）　

造成面積　10,000m2
カルベース付きFP1.5G　400基

ブロック配置詳細図
S=1:300

カルベース付きFP1.5G

単位魚礁
S=1:300

カルベース付きFP1.5G
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1:1,000

平面図

北海道津軽海峡地区

図面名

北海道渡島総合振興局事業者名

ほくと藻場増殖場造成工事（当別工区）

会社名

図面番号縮　尺

作成年月

業務名

位 置 図

ほくと藻場漁場（当別工区）

M.L.W.L

+1.1m

+0.3m

+1.8m

±0.0m

H.W.L

潮位図

W.D.L(D.L)

H.H.W.L

1:1,000

標準構造図
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平鋼

L型アンカーボルト
ダブルナット

ダブルナット
平鋼

L型アンカーボルト

A平面図

A正面図

鳥瞰図

空中重量 10.298t
10.0m3
 0.358m3

諸　元

総数   216基

カルベース付きFP1.5G
S=1:100

カルベース付きFP1.5G数量表

空　　m3
餌料培養基質体積

0.03 0.22 0.20 0.10

0.
05

0
.0
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0
.0
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0
.0
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全体（当別工区）　

造成面積　10,000m2
カルベース付きFP1.5G　400基

ブロック配置詳細図
S=1:300

カルベース付きFP1.5G

単位魚礁
S=1:300

カルベース付きFP1.5G
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④-6 北海道津軽海峡地区 住吉漁場



魚礁ブロック選定理由調書

事業実施の際に

経済性 使用を想定している

地区名 漁場名 設置場所 水深ｍ 底質 対象魚種 対象漁業
地元（漁業者）の
要望・意見

魚類の特性 漁業の特性 施工性
耐久性
安定性

の検証 魚礁ブロックと理由

北海道
津軽海峡

住吉漁場 函館市
沖合

120～
127m

砂礫 ソイ類、
アイナメ、
ヒラメ、
ホッケ、
ブリ、
カレイ類、
タコ類

一本釣り、
刺網漁業、
たこ漁業

・現在整備している魚礁
（函館住吉魚礁）が非常に
よい結果が出ているので同
じ構造及び配置の施設を希
望。

・ホッケ、ブリなどの回遊
性魚種も蝟集する高さのあ
る魚礁がよい。また、魚探
での発見が容易なように、
魚礁を積んでほしい。

・既存魚礁から西側に同様
の構造の魚礁があるとよ
い。

・一本釣り漁業は、魚礁直
上で潮流方向に流しながら
操業し、そこに生息する魚
類を漁獲する。

・刺網漁業は、魚礁周辺に
潮流方向と平行にかつ魚礁
間に網を設置し、そこに生
息する魚類を漁獲する。
　
・たこ漁業は、魚礁近傍の
海底に漁具を設置し、移動
するミズダコを漁獲する。

　積出港及び
近隣漁港にお
いて魚礁ブ
ロックを製作
するための
ヤード面積は
なく、ブロッ
クを公道運搬
する必要があ
る。

・設置工事で
魚礁が破壊・
破損しない事
を確認してい
る。

・主な材質は
コンクリート
を使用し最低
30年の耐久性
を有してい
る。

・設置海域で
ブロックが滑
動や転倒する
事が無い事を
計算で確認し
ている。

投資効果は
1.34と算出し
ており、十分
な効果が見込
める

機能面・生産 　工法・構造

・ソイ類、アイナメ：成長
とともに藻場から岩礁域に
移動する。主に岩礁域に生
息し、付近を遊泳する餌料
生物を補食する。

・ヒラメ：主に砂泥域、砂
礫域に生息する。砂泥中に
浅く潜り、底生生物や小型
魚類を捕食する。ヒラメは
餌生物との関係で中程度の
魚礁性を持つ。

・ホッケ：未成魚及び成魚
は索餌や産卵のために回遊
し、動物性プランクトンや
他の幼稚魚などを捕食す
る。体長が大きくなると
（35cm前後以上）、岩礁域
に定着し小魚などを補食す
る。

・ブリ：回遊魚であるが近
年漁獲が増大傾向にあり、
当海域でも小魚等の餌料生
物を追って北上する群が7月
頃から来遊し、南下する群
が11月頃まで留まる。

・カレイ類：砂泥域、砂礫
域に生息する。砂泥中に浅
く潜り、主に底生生物を捕
食する。

・ミズダコ：産卵のため深
浅移動を行う。

○漁業者の要望から
・ソイ類、ホッケ、ブリの漁獲が期
待できる高さと複雑な内部空間のあ
る構造物。

・良好な魚の蝟集が確認されている
近隣の函館住吉漁場と同様の構造を
要望。

○対象魚類・漁業の特性から
・ソイ類の生息環境となる内部空間
と、ホッケ、ブリの蝟集が見込める
高さが必要。

○漁業の特性から
・一本釣り漁業では魚礁の直上・直
近で操業するため、魚礁性の強い魚
類や回遊魚に蝟集効果がある魚礁。
・刺網漁業は魚礁周辺及び近傍で魚
礁内部やその周辺で成長した魚類を
漁獲するため、生息・成育環境を兼
ね備えた魚礁。

○近隣魚礁の状況
・函館住吉魚礁では、FP3.00型の3
段積みでソイ類の良好な蝟集が確認
されている。（R2魚礁生物調査）

○選定のポイント
・以上より、ブロックは高さがあ
り、複雑な内部空間を創出できる山
積構造（3段積み）が可能なFP3.00
型を使用する。

名称 設置箇所 施設対象 選定の際に考慮する事



事業名(地区名) 水産環境整備事業(北海道津軽海峡地区) 計画数量

整備対象漁場(工区)名 所管 実施主体名 関係市町村名 関係漁業協同組合名 事業全体

住吉漁場 北海道 北海道 函館市 56,000.00空m3

計画施設等 工種 対象漁業種類名 対象水産生物名 今回検討箇所

魚礁 魚礁 刺網、一本釣り、たこ漁業 ソイ類、アイナメ、ヒラメ、ホッケ、ブリ、カレイ類、タコ類
56,000.00空m3

施行場所 北海道函館市沖合 測地系 JGD2000/WGS84 系番号 11

位置図

住吉漁場

潮位図

±0.00

＋0.30

＋1.10

＋1.80

L.W.L.(D.L.)

M.L.W.L

H.W.L.

H.H.W.L.

拡大図範囲

拡大図 S=1/20,000 

凡例

今回検討箇所

計画範囲（住吉漁場）

共同漁業権

点名称 X Y

第１群体 -255,371.577 36,999.674

第２群体 -255,462.817 36,821.699

第３群体 -255,549.552 37,090.914

第４群体 -255,640.792 36,912.939

第５群体 -255,727.527 37,182.154

第６群体 -255,818.767 37,004.179

第７群体 -255,905.502 37,273.394

第８群体 -255,996.742 37,095.419

第９群体 -256,083.477 37,364.634

第１０群体 -256,174.717 37,186.659

第１１群体 -256,261.452 37,455.874

第１２群体 -256,352.692 37,277.899

第１３群体 -256,439.427 37,547.114

第１４群体 -256,530.667 37,369.139

第１５群体 -256,617.402 37,638.354

第１６群体 -256,708.642 37,460.379

ＦＰ魚礁3.00型

第1群体　3,500空m3
第2群体　3,500空m3
第3群体　3,500空m3
第4群体　3,500空m3
第5群体　3,500空m3
第6群体　3,500空m3
第7群体　3,500空m3
第8群体　3,500空m3
第9群体　3,500空m3
第10群体　3,500空m3
第11群体　3,500空m3
第12群体　3,500空m3
第13群体　3,500空m3
第14群体　3,500空m3
第15群体　3,500空m3
第16群体　3,500空m3

200m

200m

①

② ③

④ ⑤

⑥ ⑦

⑧ ⑨

⑩ ⑪

⑫ ⑬

⑭ ⑮

⑯

既存魚礁

　函館住吉漁場（魚礁）
　全体計画　 　　　 V=56,000.00空m3
　今回検討箇所　  V=56,000.00空m3

背景地図には地理院地図を使用しています。

函館市漁業協同組合、銭亀沢漁業協同組合、
戸井漁業協同組合、えさん漁業協同組合



40ｍ

40ｍ

9
ｍ

１個当たり空ｍ3　27.00空ｍ3

129個×27.0空ｍ3＝3,483.00空ｍ3

3ｍ

1:500

3ｍ 3ｍ

3ｍ

11.69ｔ

北海道津軽海峡地区

標準構造図

全　葉の内　号

北海道渡島総合振興局

（住吉漁場）

水産環境整備事業

ＦＰ魚礁3.00型
ＦＰ魚礁3.00型

A A'

断面図　A-A'<山積み配置>

標準構造図
平面図

Ｅ

Ｓ

Ｎ

Ｗ

ＮＥ

ＳＥＳＷ

ＮＷ

全体

FP魚礁3.00型
個数 129 

空m3 3,483.00 

凡　　例

今回検討箇所

凡　　例



漁場造成構造物適格性検討会資料　　　　　

④-7 北海道津軽海峡地区 湯浜漁場



魚礁ブロック選定理由調書

名称 設置箇所 施設対象 選定の際に考慮する事
事業実施の際に

機能面・生産 　工法・構造 経済性 使用を想定している

地区名 漁場名 設置場所 水深ｍ 底質 対象魚種 対象漁業
地元（漁業者）の
要望・意見

魚類の特性 漁業の特性 施工性
耐久性
安定性

の検証
魚礁ブロックと理由

北海道
津軽海峡

湯浜
漁場

函館市
沖合

81-98m 砂礫 ソイ類、
アイナメ、
ヒラメ、
ブリ、
ホッケ、
カレイ類、
タコ類

一本釣り、
たこ漁業、
刺網漁業

・特にソイ類やアイナ
メ、ホッケ、ブリなどが
蝟集する高さと内部空間
のある魚礁がよい。

・カレイが蝟集するため
の広がりがある配置にし
てほしい。

・周辺で使用実績があ
り、良好な効果が確認さ
れた魚礁がよい。

・当地区の漁業者は、既
存魚礁を魚群探知機の反
応で確認し、魚礁の位置
を確認して一本釣りや刺
網を操業しているため、
既存礁周辺の配置を要
望。

・一本釣り漁業は、魚礁
直上を潮流方向に移動し
ながら操業し、そこに生
息する魚類を漁獲する。

・刺網漁業は、魚礁周辺
に網を設置し、そこに生
息する魚類を漁獲する。

・たこ漁業は、魚礁近傍
に漁具を設置し、移動す
るミズダコを漁獲する。

・函館港での
製作及び積出
を想定してい
る。

・主な材質に
コンクリート
や部材を使用
し最低30年の
耐久性を有し
ている。

・設置工事で
魚礁が破壊・
破損しない事
を確認してい
る。

・設置海域で
滑動や転倒す
ることがない
ことを計算で
確認してい
る。

・投資効果は
1.34と算出し
ており、十分
な効果が見込
める。

・ソイ類、アイナメ：成
長とともに藻場から岩礁
域に移動する。主に岩礁
域に生息し、付近を遊泳
する餌料生物を補食す
る。

・ヒラメ：主に砂泥域、
砂礫域に生息する。砂泥
中に浅く潜り、底生生物
や小型魚類を捕食する。
ヒラメは餌生物との関係
で中程度の魚礁性を持
つ。

・ホッケ：未成魚及び成
魚は索餌や産卵のために
回遊し、動物性プランク
トンや他の幼稚魚などを
捕食する。体長が大きく
なると（35cm前後以
上）、岩礁域に定着し小
魚などを補食する。

・ブリ：回遊魚であるが
近年漁獲が増大傾向にあ
り、当海域でも小魚等の
餌料生物を追って北上す
る群が7月頃から来遊
し、南下する群が11月頃
まで留まる。

・カレイ類：砂泥域、砂
礫域に生息する。砂泥中
に浅く潜り、主に底生生
物を捕食する。

・ミズダコ：産卵のため
深浅移動を行う。

○漁業者の要望から
・一本釣り、刺網、たこ漁業の
操業状況を考慮。

・カレイ類の蝟集が期待できる
広い範囲での整備を要望。

・ソイ類やアイナメ、ブリ、
ホッケの蝟集が期待できる高さ
の構造物を要望。

・近隣で実績があり高さのある
魚礁を要望。

○対象魚類・漁業の特性から
・一本釣り漁業の利用状況か
ら、高さと内部空間をもつ単体
礁を要望。

・高さと広がりを兼ね備えた配
置が可能なブロックタイプの魚
礁を要望。

○近隣漁場の状況
・近隣にある同程度水深帯の知
内涌元漁場では、大型魚礁（ピ
ラミッド）と、小型魚礁（FP魚
礁3.00型）で対象魚種の良好な
蝟集が確認されている（H27効果
調査時）。

○選定のポイント
・以上より、大型魚礁と小型魚
礁の組み合わせとし、近隣で実
績があり、良好な蝟集が確認さ
れたピラミッド魚礁P200AⅢとFP
魚礁3.00型による事業実施を想
定している。



事業名(地区名) 水産環境整備事業(北海道津軽海峡地区) 計画数量

整備対象漁場(工区)名 所管 実施主体名 関係市町村名 関係漁業協同組合名 事業全体

湯浜漁場 北海道 北海道 函館市 函館市漁業協同組合、銭亀沢漁業協同組合、
戸井漁業協同組合、えさん漁業協同組合 70,000.00空m3

計画施設等 工種 対象漁業種類名 対象水産生物名 今回検討箇所

魚礁 魚礁 刺網、一本釣り、たこ漁業 ソイ類、アイナメ、ヒラメ、ホッケ、ブリ、カレイ類、タコ類
70,000.00空m3

施行場所 北海道函館市沖合 測地系 JGD2000/WGS84 系番号 11

位置図

湯浜漁場

潮位図

±0.00

＋0.30

＋1.10

＋2.00

L.W.L.(D.L.)

M.L.W.L

H.W.L.

H.H.W.L.

拡大図範囲

拡大図 S=1/20,000 

凡例

今回検討箇所

計画範囲

共同漁業権

点名称 X Y

第１群体 -253,157.348 42,005.821

第２群体 -253,453.915 41,385.022

　湯浜漁場（魚礁）
 　　全体計画　    　　V=70,000.00空m3
　　 今回検討箇所    V=70,000.00空m3

ＦＰ魚礁3.00型

ピラミッド魚礁P200A-Ⅲ

第1群体　7,000空m3
第2群体　7,000空m3
第3群体　7,000空m3
第4群体　7,000空m3
第5群体　7,000空m3
第6群体　7,000空m3
第7群体　7,000空m3
第8群体　7,000空m3
第9群体　7,000空m3
第10群体　7,000空m3

第1群体

第2群体

第４群体 -254,047.051 40,143.423

第５群体 -254,343.618 39,522.624

第3群体

第７群体 -254,139.827 41,331.457

第８群体 -254,436.395 40,710.658

第4群体

第３群体 -253,750.483 40,764.222

第９群体 -253,361.139 40,196.987

第10群体 -253,657.707 39,576.188

第5群体

第６群体 -253,843.260 41,952.257

第6群体

背景地図には地理院地図を使用しています。

第7群体

第8群体

第9群体

第10群
体



標準平面図・断面図

事  業  名

水産環境整備事業

地  区  名 漁  場  名 事 業 主 体

北海道

施行場所

北海道函館市沖合

平面図

a-a’断面

0 100m 200m

FP魚礁3.00型　　27.00空m3／個
228個　×　27.00空m3／個　＝　6,156.00空m3

造成範囲半径

a’

a

ピラミッド魚礁P200A Ⅲ　　209.91空m3／基
4基　×　209.91空m3／個　＝　839.64空m3

R= （πr^2+（ρ×A1／2）)／π

R=

FP魚礁3.00型

N

北海道津軽海峡地区

(2304π+(20×2052／2))／π

湯浜漁場

　（209.91空m3/基）
ピラミッド魚礁　P200AⅢ

a

凡　   例

今回検討箇所

1:2500

ｂ

Cｄ

A=魚礁底面積(m2)

ρ(敷設率係数)=20

A1=3m×3m×228個=2,052m2

r（内周半径）=48.284m

R=93.998≒94m

1． 施設造成範囲

半径（r） 面積（S）

　外周 94.000 m 27759.11 ㎡

　内周 48.284 m 7324.14 ㎡

　ドーナツ 45.716 m 20434.97 ㎡

2． FP魚礁3.00型底面積（㎡）

1個あたり ＝ 9.00 ㎡

228個 ＝ 2052 ㎡

3． 敷設率 ＝ FP魚礁3.00型敷設面積/ドーナツ面積

＝ (2052/2)/20434.975

＝ 0.0502 ≒５%

乱積み、計画配置

40m 20
m

10
.
8m

6
m

188m

94m



漁場造成構造物適格性検討会資料　　　　　

④-8 北海道津軽海峡地区 えさん大澗漁場



異型ブロック及び単体ブロック選定理由調書

事業実施にあたり

経済性 選定したブロック

地区名 漁場名 設置場所 水深ｍ 底質 対象魚種 対象漁業
施設構造から
の要求事項

施工性
耐久性
安定性

被災事例
生物的な配慮
事項

操業的な配慮
事項

対象種の特性 地元（漁業者）の
要望・意見 の検証

の理由

・投資効果は
1.34と算出し
ており、十分
な効果が見込
める。

○施設構造から
・防波堤背面の静穏域に施
設があるため波浪に強い構
造である（囲い礁）。

・ウニを除去しやすい構造
である（単体礁）。

○施設の特性から
・漁港近傍であるため効率
的な漁獲が可能（囲い
礁）。

・コンブ遊走子が着生しや
すく、核藻場として機能で
きる。またコンブ漁場とし
て利用が出来ること（単体
礁）。

・高さのある脚式構造を有
するため、砂に強い（単体
礁）。

○選定ポイント
・囲い礁に持続的に遊走子
の供給が可能な母藻群落を
創出するために、メンテナ
ンス性に優れた単体礁と囲
い礁を合わせて整備する。

・近隣施設（小安東部）で
良好なコンブの繁茂が確認
されている。

・ソイ類、アイナメの育成
効果が期待できる。

・以上より、単体礁アルガ
リーフARW6-3F（SS)と囲い
礁の組み合わせによる事業
実施を想定。

・30年以上の
耐久性がある
こと。

・安定計算に
より、滑動及
び転倒しない
ことが確認さ
れているこ
と。

・ブロック設
置時の衝撃に
より破損しな
い強度を有す
ること。

・同一海域の
同構造の施設
で被災事例が
ないこと。

・近隣試験礁
でコンブの着
生実績が十分
にある。

・着生後は核
藻場としての
機能を期待で
きること。

・食害生物の
ウニ除去が容
易であるこ
と。

・防波堤背面
に施設を設置
することで波
浪によるコン
ブの脱落を防
ぐ。

・防波堤背後
に施設を設置
することで波
浪の影響が少
なく安定した
操業が可能。

・漁港近傍で
あるため漁獲
効率が高く、
漁労経費の削
減が図られる
漁場。

・天然コンブは
2年コンブと
なったものが漁
獲対象。

・防波堤背後の
静穏域を活用し
た波浪等に強く
（囲い礁）、ウ
ニの除去などメ
ンテナンス性に
優れ、核藻場と
して母藻群落が
形成できるブ
ロック（単体
礁）の組み合わ
せを希望。

北海道
津軽海峡

えさん大澗
漁場

函館市
大澗町
地先

4.6m～
8.9m

砂、
砂礫、
岩盤

マコンブ、
ソイ類、
アイナメ

コンブ
漁業

・防波堤背後
の静穏域に着
定基質として
囲い礁、単体
礁を設置する
ことで波浪等
の災害に強い
藻場の造成。

・漁港近傍で
効率的な漁獲
が可能な漁
場。

・組立後は陸
上運搬ができ
ないため積出
港に組立用地
が必要となる
が、当該漁場
は確保可能。
（大澗漁港）

名称 設置箇所 施設対象

選定の際に考慮する事

　工法・構造 機能面・生産



事業名(地区名) 水産環境整備事業(北海道津軽海峡地区) 計画数量

整備対象漁場(工区)名 所管 実施主体名 関係市町村名 関係漁業協同組合名 事業全体

えさん大澗漁場 北海道 北海道 函館市 えさん漁業協同組合 0.30ha

計画施設等 工種 対象漁業種類名 対象水産生物名 今回検討箇所

増殖場
着定基質

(囲い礁・単体礁)
こんぶ漁業 マコンブ、ソイ類、アイナメ

0.30ha

施行場所 北海道函館市大澗町地先 測地系 JGD2000/WGS84 系番号 11

位置図

えさん大澗漁場

潮位図

±0.00

＋0.50

＋1.60

＋2.40

L.W.L.(D.L.)

M.L.W.L

H.W.L.

H.H.W.L.

拡大図範囲

凡例

今回検討箇所

計画範囲

共同漁業権

　えさん大澗漁場（増殖場）
　　全体計画　　　　　　A=0.30ha
　　今回検討箇所　　　A=0.30ha

点名称 X Y

a -250,401.113 68,923.882

b -250,429.517 68,895.718

c -250,414.503

d -250,386.099

68,837.627

e -250,382.455

68,865.791

f -250,394.073

68,934.771

g -250,379.048

68,931.765

h -250,367.430

68,873.677

68,876.682

c

b

d

a f

eg

h

拡大図S＝1/2,500

背景地図には地理院地図を使用しています。
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2.9

3.2

3.4

3.9

4.3
4.1
4.4

4.4

4.5

5.1
5.1

4.5
4.8

4.4
3.84.2

5.4

5.5

5.7

1.6

3.4

3.8

4.3

4.6

5.0
4.7
4.75.2

5.3

5.4

5.6

5.8

5.8

2.8

4.6

4.2

5.0

5.5

5.6

5.7

5.8

5.8

5.9

4.1

5.2
5.2

4.95.0

5.3

4.6

5.5

6.1

6.3

6.1

6.5

4.7

6.7

6.8

7.3

8.1

4.8

5.6

6.2

6.4

7.0

7.9

8.4

8.7

8.9

9.2

9.6

9.8

E

F G

H

SP50

SP60

SP70

SP80

SP90

60.080.0

SP0

SP10

SP20

SP30

SP40

0.020.040.0

SP30

SP20

SP10

SP0

SP90

SP80

SP70

SP60

SP50

SP40

SP85

SP25

A-A'断面

位　　置　　図

函館市大澗町地先

区域点座標一覧

E

F

G

H

-250358.540

-250381.061

-250437.870

-250415.348

68862.709

68949.846

68893.518

68806.381

Ｘ Ｙ点名

【大澗漁港工区】

函館

札幌

0 250150
(m)

H

G
F

E

大澗漁港

大澗漁港工区

全体平面図
S=1:1000

A'A

A＝720㎡　19基

造成区域座標一覧

a

b

c

d

-250401.113

-250429.517

-250414.503

-250386.099

68923.882

68895.718

68837.627

68865.791

Ｘ Ｙ点名

e

f

g

h

-250382.455

-250394.073

-250379.048

-250367.430

68934.771

68931.765

68873.677

68876.682

-5.4-5.6-5.8

-8.8 -8.0
-7.3

A=2073㎡

H.W.L ＋1.6

L.W.L ±0.0

H.H.W.L ＋2.6

M.L.W.L ＋0.5

10.050.0
59.063.7

76.6
75.2

60.080.0 0.020.040.0 10.050.0
59.063.7

76.675.2

-2.8

-4.6

-5.0

-5.5

-5.6

-5.7

-5.8

-5.8

-5.9

-5.9

H.W.L ＋
1.6

L.W.L ±
0.0

H.H.W.L ＋
2.6

M.L.W.L ＋
0.5

5.9

5.9

B-B'断
面

B'

B

SP25

SP85

16.21

8.8

潮 位 図

W.D.L.(D.L.)

M.L.W.L.

H.W.L.

H.H.W.L.

±0.0

＋0.5

＋2.4

＋1.6

T.M.S.L ＋1.0

図面名 全体平面図

作成年月

縮　尺 1:1000 図面番号 /

会社名 株式会社　豊水設計

事業者名

業務名
北海道津軽海峡地区えさん大澗
増殖場設計委託業務（単独）

令和3年2月

北海道渡島総合振興局

凡　　例

今回検討箇所

凡　　例

7.6

アルガリーフARW6-3F(SS)

60.00

40.00

a b

c

d

h

g

f
e

中割石（30～300kg/個）

40.00

60.00

アルガリーフARW6-3F(SS)

中割石（30～300kg/個）

40.00

0
.
6
0

7.
80

7.
80

1
.
4
7

中
割
石
（
30～

300kg/個
）

60.00

0.
60

6.69

単体礁造成範囲

5
1
.
8
2

12
.0
0

60.00

12
.0
0

60.000




